
◉今日の活動のねらい
◉活動時間

◉タイミング

ぴこちゃんえほん 4月号
「おはなし」
【いただきまーす】

ぴこちゃんえほんを読み、だあれかな？のクイズを楽しむ

→いっしょにモグモグ噛むまねっこをする

→いっしょに食べる喜びを感じ、ごちそうさまをする

→楽しい気持ちでよく噛んでお昼ご飯を食べる

・絵本の時間を楽しんでいたか

・よく噛んで食べられていたか

・ひとりひとりのスプーンなどの持ち方、手の発達の段階を見ておく

お昼前

5分
絵本のお話を楽しむ

よく噛んで食べることを意識する

◉使う絵本・コーナー

◉活動の内容と流れ

◉保育者の　◆環境づくりと　◯援助

◉活動後、振り返りのポイント

「ライオンさん、強い歯が
たくさんあるね。みんなも
しっかり噛める歯があるよ！」
と噛む気持ちを盛り上げる

・子どもたち全員から見える
　位置で絵本を開く
・昼食を食べるとき見える壁に
　p20－21 のコピーを貼る

「みんなももぐもぐして
みよう！　おにぎりもぐもぐ！
パンをもぐもぐ！」

昼食中に「よく噛んで、
ライオンさんみたいだね、
かっこいいね！」と
気持ちを高める



◉今日の活動のねらい
◉活動時間

◉タイミング

ぴこちゃんえほん 4月号
「せいかつ」
【おはようタッチ】

ぴこちゃんえほんを読み、あいさつの楽しさや、やってみたい気持ちを感じる

→絵本のぴこちゃんとおはようタッチをしてみる

→保育者とおはようタッチを楽しむ

（→できそうであれば、周りの友達ともおはようタッチをしてみる）

・恥ずかしかったり、元気に言えたりの個人差を認めながら、どの子も楽しめていたか

・あいさつの楽しさ、気持ち良さを感じられていたか

・その後、進んでタッチをするようすや、あいさつを返すようすが見られたか

朝の会

15分
保育者（や友達）と元気にあいさつする

◉使う絵本・コーナー

◉活動の内容と流れ

◉保育者の　◆環境づくりと　◯援助

◉活動後、振り返りのポイント

やってみたそうな子と
保育者でおはようタッチを
して見せ、他の子の「自分も
やりたい気持ち」を引き出す

絵本を楽しそうに読み、
保育者同士で明るくおはよう
タッチをしてみせる

友達とやってみたい気持ちを
盛り上げ、恥ずかしそうな
子は保育者が仲立ちして
一緒にタッチをする

・保育者はすぐに子どもに
　手を伸ばせる場所で見守る
・毎朝のあいさつにおはよう
　タッチを取り入れる



◉今日の活動のねらい
◉活動時間

◉タイミング

ぴこちゃんえほん 4月号
「てゆびを　そだてよう」
【ぱくぱく　わにさん】

ぴこちゃんえほんを読み、「おててをわにさんにしよう！

わにさんだよ～ぱくぱく！」とやってみせる

→ひとりひとりと「ぱくぱく！」とふれあい、手の開閉を促す

→「わにの家族」の手遊びも交えて、全員が楽しく参加できるようくふうする

・安心してふれあいを楽しんでいたか

・ひとりひとりの手の発達の段階を把握し、援助方法を考えるなど、

　今後の成長や変化に気付けるようにする

いつでも

5分
ふれあい遊びから手指の発達を促す

◉使う絵本・コーナー

◉活動の内容と流れ

◉保育者の　◆環境づくりと　◯援助

◉活動後、振り返りのポイント

明るく楽しい表情と
雰囲気で
手遊びを始める

保育者が複数いれば、
ピアノで効果音をつけ、
大きく、小さく、はやく、
やさしく、など変化をつける

やさしいふれあいで、
楽しさや安心を
感じさせる

・手遊びや歌遊びの
　タイミングで、何度も
　わにさんタイムをしてみる
・友達とのふれあいも
　できそうなら促す



◉今日の活動のねらい
◉活動時間

◉タイミング

ぴこちゃんえほん 4月号
「しゃしん」
【ぴよぴよと　はる　みっけ！】

ぴこちゃんえほんで春の自然に触れる

→見つけ遊びで盛り上がる

→園庭に出て、春を探す

→見つけたものを指差したり、触れてみたりして春を感じる

・指差したり声を出したりして、見つけ遊びを楽しめていたか

・安心感を持って園庭探索を楽しめていたか

園庭遊びの前

5分
春の屋外の心地よさを感じる

春の自然に親しむ

◉使う絵本・コーナー

◉活動の内容と流れ

◉保育者の　◆環境づくりと　◯援助

◉活動後、振り返りのポイント

「ちょうちょさんはどこかな？」
「あれ？　てんとうむしさんが
見つからないな～」など
探し絵を楽しめる言葉をかける

園庭に出る前にトイレ、
水分補給、帽子をかぶる
などの準備を行う

時間を変え、日を変えて、
何度も繰り返し読んで
楽しむ

子どもの気持ちに寄り添い、
見つけたものをいっしょに
喜んだり観察したりする




